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概要

• インターネットエクスチェンジ(IX)とは

• IX で交換されている経路情報の信頼性

• 経路確認用ルートサーバ

• 経路確認の仕組み

• 経路確認のインタフェース

• まとめ
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インターネットエクスチェンジ
(IX)とは

• 簡単におさらい

– ISPの相互接続点

– IXに接続したISP同士がIX設備上でBGP4ピアによる
経路交換と、トラフィック交換を行なう

– IXを利用するメリット
• トランジットコスト削減

• 帯域の拡大、遅延の低減などのネットワーク性能向上

• 冗長経路の確保によるネットワーク可用性向上

交換される経路情報の
品質管理が重要
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IX で交換されている
経路情報の信頼性

• 多くのユーザが経路フィルタリングを実施

– 自ASからの広報時とネイバーからの受信時に

– ASパス、またはASパスとプリフィクスで

• しかし、誤った経路情報を広報しているのか広報
していないのかを知ることができない…

• ユーザが広報している経路が正しいことを、ある
いは誤っていることを何らかの方法で確認できな
いか？

広報している経路情報と
IRR上の経路情報とを比較しては？
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経路確認用ルートサーバ

• JPIXのサービス開始当初より提供

• 一般に経路交換に使われるルートサーバ(RS)を
利用してユーザが広報する経路を受信し、IRR上
の情報と比較するシステム

• ユーザが IX で交換している経路情報の信頼性
を高めるのをサポートする目的で提供

• 2003年6月にシステムの改良、更新を実施

• 更新後のシステムについて今回ご紹介



6

経路確認の仕組み(1)

ユーザ

JPIX

インターネット

IRR

RS RR WWW

IRR

IX

• RSはユーザのルータとBGPピア
を張り、経路情報を受信

• RSで受信した経路とRR上の経路
情報とを比較

• 比較した結果をWebサイトにてユー
ザに提供

• IRRに登録されている正しい(と思
われる)経路情報をRRにコピー

ユーザ ユーザ
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経路確認の仕組み(2)

• 使用しているソフトウェア

– ルートサーバ
• Zebra の bgpd

• http://www.zebra.org/

– ルーティングレジストリ
• Merit IRRd

• http://www.irrd.net/

– 経路確認
• この目的に合わせて Perl スクリプトを作成
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経路確認のインタフェース(1)

Cisco の show ip bgp neighbor 
A.B.C.D routes を模した画面

エラー経路を背景色を変えて表
現

•エラー経路を背景色を変えて
表現
プリフィクスおよびオリジネートし
ているASに対する whois クエリ
を実行するリンク
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経路確認のインタフェース(2)

エラー経路のみの表示と経路全
体の表示の切替

特定の種類のエラー経路のみ
を表示
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経路確認のインタフェース(3)

特定の種類のエラー経路のみ
を表示

　エラーの種類による色分け　エラーの種類による色分け　エラーの種類による色分け　エラーの種類による色分け

　　■：IRRに未登録

　　■：登録されているがマスク長が異なる

　　■：登録されているがオリジネートしているASが異なる

　　■：複数の登録がある
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経路確認のインタフェース(4)

あるASについてwhoisクエリを実
行した結果を表示
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経路確認のインタフェース(5)

あるプリフィクスについてwhoisク
エリを実行した結果を表示
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まとめ

• 現在JPIXユーザの約1/3が経路確認用ルートサー
バとピアリング

• 見て、それなりに面白いものにはなった

• 経路情報の正確性を確認する仕組み、というより
経路情報がIRRに登録されていること、あるいは
登録されている内容を確認する仕組みになった？

• 今後の課題
– より多くのユーザに利用してもらう

– ルッキンググラス的な機能の強化
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おわり


